
科目 特長

基礎ゼミⅠ

　「基礎ゼミⅠ」は、知的活動への動機づけを高め、科学的研究
のためのオリエンテーション機能を果たす科目です。
複数のチュータークラスが合同になって１つのゼミを編成し、大
学教養の範囲を越えない基礎領域の課題を用いて、大学での
学びのスキルを学習します。少人数の演習形式の授業の利点
を活かし、学生と教員がコミュニケーションを取り合い、相互に
尊重し合い、高め合う効果も期待されます。

基礎ゼミⅡ

　基礎ゼミⅠでの学修を踏まえ、各ゼミにおいて、担当者の専門
領域におけるテーマに沿って、学習のスキルアップと研究の方
法や学習成果の公表の仕方などを実践的に学んでいきます。
ゼミナール形式の利点をいかした対人関係能力の向上と、相互
に学び合い高め合う関係性の中で、学科の専門領域を理解す
ると共に、高度学習に対応できる基礎力を養います。学生は、
積極的にテーマに取り組むことで、各自が学習の主体であると
いう自覚と各自が抱く大学での学習目標や研究目標を明確にし
ていきます。

健康科学序論

　健康と疾病は連続性を持っています。普段は当たり前のよう
に考えがちな「健康状態」は、実は壮大かつ精巧な生体メカニズ
ムによって維持されています。健康科学序論の授業において
は、健康状態およびその維持についてのメカニズムを理解する
ことで「健康であること」の大切さを再認識し、疾病予防や健康
づくりに役立てます。

健康科学

　健康な状態を維持するために、普段からの健康的な生活が重
要である。日常生活が健康に及ぼす影響や各年代において健
康を保持増進させるのに重要な因子を理解し将来に役立てるこ
とを目的とする。運動、食生活、睡眠、休養などの日常生活と健
康との関連や各年代における健康に影響を及ぼす生理的な現
象等を科学的に理解を深める講義をおこないます。

健康統計の基礎

　コンピュータを利用して、健康科学を学ぶ上で必要となる、統
計手法の基礎を身につけることを目指します。具体的には、調
査・実験から得られた資料（データ）を整理し、資料の特徴をあ
らわす数値を求めたり、確率を利用して資料のもととなる集団の
特徴や傾向を推測する手法について学んでいきます。また、実
際の統計処理で使用される、表計算ソフトを利用した演習を通
して、理論だけでなく実際の処理のながれを理解していきます。

◇健康システム学科　主要科目の特長
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科目 特長

◇健康システム学科　主要科目の特長

解剖学

　ヒトが正常な機能を営み、生きていくために、体の中では極め
て多くの精密な構造・機能が複雑に絡み合って、体全体として
の調和をとっています。その基準となる正常な構造・機能を十分
理解しなければその変化である種々の異常を知ることは不可能
です。生涯にわたる人間の健康の維持増進に寄与・貢献してい
くために不可欠な知識を学んでいきます。

健康心理学

　健康心理学は人間の健康を主として習慣に着目して科学的に
とらえようとする学問です。その学問領域は広く、人間の生きる
という目標に関わる全てが対象になります。心理学としては異
色の「身体的な健康」と「精神的な健康」とを根元的な結びつき
の中で捉えようとしていることと、障害や疾病の状態ではなく健
康を中心的課題としているところに特徴があります。心理的要
因がいかに心身の健康に影響を及ぼすかを学び、自他の健康
へのアプローチに関する理解を深め、運動指導や生活習慣の
改善・行動変容への実践的活動に結びつく能力の育成を目指し
ます。

教育特論Ⅰ

　大学で学修した知識や技能を活かして、キャリア（生涯にわ
たっての仕事や社会とのかかわり方）への明確な課題意識を持
ち、進路の実現に向けて主体的に能力を開発することは、社会
的・職業的に自立する上で重要です。
そこで、アクティブ・ラーニングを中心とする活動を通じて、自己
のキャリア実現への目標を明確にし、目標達成のための課題に
取り組む力を養うことを目指します。授業は、複数の学科専任
教員が入れ替わりで担当する、オムニバス形式で進めます。

地域活動演習Ⅰ

　地域社会における運動指導現場やボランティア現場等に参加
し、実際の活動を通して、社会人としての行動を身につけ、指導
者としての心構え、指導法及び現場における課題等を体験的に
学習します。実習先は、民間・公共のフィットネス施設、各種ス
ポーツクラブ及びチーム、学校や教育施設、地方公共団体や非
営利的目的の諸団体等、その他、担当者が認めた施設・各種
団体になります。

運動の基礎

　運動時の身体諸器官の変化や慢性的な身体活動により生体
への適応について理解していきます。それらをもとに運動と健康
の関係について、身近な題材から授業を進めていきます。ここ
で得た知識をこれからの大学生活やスポーツ活動時において
実践できるようにします。
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科目 特長

◇健康システム学科　主要科目の特長

運動生理学

　日常活動における身体運動が人体機能にどのような応答をす
るのか、また継続して身体活動を行った場合にはどのような適
応を示すのかについて、その生理学的な機序を学習します。学
習する主な点は、（1）運動と健康との関係について（2）人が運
動する場合の生理・生化学的機構について（3）運動による人体
機能の応答・適応について（4）運動処方の意義と方法等につい
て、であり、これらについて詳細に講述します。

運動栄養学

　我々の健康を維持・増進させるためには、栄養・運動・休養の
三要素が必要で、特に栄養は毎日の生活の基礎である食事や
食生活のあり方につながるだけに重要であり、健康やスポーツ
に携わる者にとり基本的な栄養知識は必須です。そこで、健康
と栄養や運動の関わりを中心に、栄養学の基礎と運動時のエネ
ルギーや栄養素摂取のあり方と問題点について述べます。

障害者スポーツ論

　スポーツは、健常者だけが楽しみ豊かな生活と健康維持のた
めに行うものではなく、障がいのある者も健常者と同等に生活
に不可欠なものである。障がい者がスポーツをするには、健常
者のように直ぐにスポーツが出来るのではなく、準備期間が必
要であり、障がい者スポーツの本来の意味を理解するとともに、
理論と実技指導が出来なくてはならない。障がい者がスポーツ
をする事により、機能回復とスポーツがもたらす特性が、豊かな
生活に結びつくので、一人でも多くの障がい者がスポーツに参
加できるよう啓蒙・啓発活動と実践が行える指導者の養成を行
います。

トレーニング科学Ⅰ

　トレーニング指導において必要な基礎知識（運動生理学、解
剖学、トレーニング理論、方法論等）の習得をレジスタンストレー
ニングを中心におこないます。テキストで基礎の理論を理解し、
実際にレジスタンストレーニングを行うことでより理解を深め実
践力を高めます。

スポーツ実践演習Ⅰ

　スポーツ種目の特性やルールを理解し実践します。様々な種
目の正しい実践方法を身に着け、ルールや審判方法を体得し、
段階的な指導方法を学びます。またスポーツと健康の関係につ
いて理解し、それに基づく指導計画書を作成し指導を行いま
す。
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◇健康システム学科　主要科目の特長

健康・体力づくり実践演習Ⅰ

　健康づくりの運動指導者としての能力を養うために、適切な運
動を実践することを目標とします。特に健康に関連する体力要
素について理解を深め、正しい実践法を学んでいきます。各自
がこの授業を通して、運動実践に対する適切な態度を身につ
け、将来指導者となる事の意識を高めて欲しい。学修で得たも
のが、今後の健康体力づくり指導者を目指して学ぶことの基礎
となることを期待している。

スポーツ指導法

　スポーツ指導者の役割は、「プレーヤー自信がなりたいと思う
自分に近づくために、その活動をサポートすること」である。その
上で、目的を達成するためにどのような手段や方法を用いるの
か、安全性や指導者の倫理観など幅広い内容を学びながら指
導者としての基礎を身につける。目標は、１）指導者としての役
割、心得について説明ができる。２）指導に必要な基本的理論
の説明ができる。３）基礎的な指導計画案が立てられる。

運動処方論

　運動・スポーツに関する科目を学んできました。その知識を再
考しながら、生きた智恵を構築します。運動処方と運動指導は、
どの様に違いがあるのでしょうか。人間を対象として健康の維
持・増進を目指す運動処方を推し進めていくために、知らねばな
らない点を深く考えます。

レクリエーション（野外活動を含む）

　現在のレクリエーションは、スポーツと文化活動を包含する幅
の広い自由時間の過ごし方として生涯学習と同様なものとなっ
ています。そこで、レクリエーションの果たす役割について理解
し、活動（イベント）を通して参加者の意欲を引き出し、魅力のあ
る活動や運営の仕方を学ぶとともに、実際に展開することで実
践力を養います。

発育発達概論

　この授業では、0歳から100歳までの発育発達に伴うからだとこ
ころの変化の特徴をライフステージごとに学んでほしい。健康の
基本的な考え方となる「心身の成長」について、人間を身体と精
神の両面から総合的に捉えて、具体的なデータを示しながら授
業を展開していきます。 

養護概説Ⅰ

　これまで児童生徒側から捉えてきた養護教諭像、保健室のイ
メージを、学校教育の視点から、教師性、専門性を再構築する
ことを目指します。また学校の教育課題や児童生徒の健康課題
に関心を持ち、対策を検討することで養護教諭としての児童生
徒観を育てていきます。
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◇健康システム学科　主要科目の特長

養護活動演習
　　及び
養護活動実習

　「養護活動演習」では、養護教諭が行う教育活動を、実践場面
を構成したなかでグループワークを通して展開していきます。児
童生徒の健康課題を解決するための養護活動の理論を、教育
現場で行われている実践とを往還しながら学びます。　
　さらに、「養護活動実習」では、これまでに演習的に習得した保
健室の機能と養護教諭の専門的役割を基盤にして、実践的な
養護活動の知識と技術の統合を、学内実習を通して構築してい
きます。併せて児童生徒の健康課題に応えることのできる
養護活動の実践力を高めます。

学校保健Ⅱ

　学校保健は、子どもたちの命と健康をまもるための教育活動
であり、教育に携わる者に必要な使命です。学校保健Ⅰの学修
内容をもとに、学校保健活動の実際についてその理論と方法を
学び、児童生徒の健康づくりとともに学生自らの健康行動化へ
の意識を高めることをねらいとしています。学校保健のなかでも
保健管理の領域を中心に、学校安全を含めて必要な知識や技
術を修得するとともに、児童生徒の心と体の健康づくりについて
理解を深めます。

精神保健

　心の健康・心の問題について正しく理解し、専門的知識を実践
で活かすことはさまざまな分野において必須です。運動あるい
は養護・保健の専門家として、幼児から高齢者まで発達段階に
応じた心の健康・心の問題について正しく理解します。次に、心
の病的状態についても精神医学的観点から学習し、予防方法
を考えることによって心の健康の保持・増進について理解を深
めます。

健康統計学

　統計学の考え方と手法を身につけることを目指します。具体
的には、基本的な統計量（平均値、分散、標準偏差など）や資
料整理の方法、相関と回帰分析、確率分布、区間推定や仮説
検定（カイ2乗検定、t 検定、F 検定など）まで、統計学全般の基
礎について学習します。また、学習した成果を実際に活用でき
るように、身近な統計データに対する表計算ソフトを利用した演
習にも取り組むことで、実践的な統計解析の手法についても学
びます。

基礎看護学

　看護の理念を確認しつつ、看護の対象、歴史、機能と役割、
看護過程等について学びます。受講者は、基礎看護技術に触
れながら、看護実践の基本を習得します。幅広い人間理解と科
学的思考、健康生活の理解など、確固たる人間観や基礎的学
習能力を養い、看護学への理解を深めます。　看護の「人間と
健康に対するまなざし」「相手の立場」の理解などを通して、看
護の心を考えていきます。
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◇健康システム学科　主要科目の特長

看護学Ⅰ

　基礎看護技術を習得し、よりよい看護ケアにつながる看護知
識、技術、態度を学び、養護教諭にとっての看護実践とは何か
を学びます。健康の保持増進及び回復のために、看護に何が
できるのか、対象に必要な看護とは何かを考えます。病気の経
過を知りその症状の訴えを聴くことから病者を理解し、治療や処
置に伴う看護を科学的根拠を持って理解する大切さを学んでい
きます。

臨床看護実習

　養護教諭として必須事項である「看護学」の最終段階にあたり
ます。これまでの学びを発展させ、患者と深く関わり、高度医療
や医療的ケアに触れながら、養護教諭としての専門性を高めて
いきます。受講者は、看護の仕事や役割に触れ、受け持ちの患
者様を通して、看護過程の実際を体験的に学び、子どもたちの
健康課題に養護教諭として何をどのようにするかの基礎を学び
また、実習を通して、自らの課題を明らかにします。実習は、春
季休業期間中に配当病院にて、1週間おこないます。

救急処置

　教育活動やスポーツ活動においては、予期せぬ発病や事故
や外傷が起こります。その初期対応や処置の仕方、対応の良
否はその後の経過に影響するとも言われます。授業は複数の
担当者によるオムニバス形式で進めていきます。受講者は、救
急処置に必要な知識と技術を習得します。また、具体的な場面
を想定した救急処置の実践的能力を身につけ、教師としての専
門性に生かせるよう主体的に取り組むことが求められます。災
害救護活動、特に、救急蘇生法をはじめとした基本的な救急処
置ができるように体験的に習得します。

卒業研究Ⅰ

　学科必須科目の中で、学科教育の集大成として全員が必修
する重要な科目です。学科専門領域の中から、各自が関心をも
つテーマについて、指導教員につき、「卒業研究Ⅰ」と「卒業研
究Ⅱ」を通して研究を深めます。Ⅰでは、研究テーマに関する情
報を収集し、研究方法を学び、考え、各自の立てた計画に従っ
て実験や調査、文献収集などをおこないます。指導教員との密
なコミュニケーションと主体的な研究姿勢が求められます。Ⅰ期
の終わりには、指定期日に指定書式による中間報告書を提出
する必要があります。この研究の初期段階における具体的な研
究活動を通じて、これまで学んできた専門領域の理解とその拡
大を目指します。

卒業研究Ⅱ

　卒業研究Ⅰで進めてきたテーマを深め研究課題の核心に迫
ると共に、その成果を論文に仕上げ、最終発表会に向けて準備
を進めます。研究の進行状況は、テーマによって異なりますが、
各自が計画に従って着実に進めていきます。収集したデータの
処理や分析、考察など、質の高い研究になるよう指導教員に助
言を求めるなど、主体的に取り組むことが肝要です。この授業を
通じて課題解決へのスキルだけでなく、集中力や克己心などさ
まざまな力を養っていきます。論文は、指定期日に指定場所に
提出し、受理された人のみ発表する資格が与えられます。学科
生が全員参加する卒業研究発表会において論文にまとめた成
果を発表し、修了となります。
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◇健康システム学科　主要科目の特長

教職概論

　教職とは何か、教員の社会的役割は何か、教員の仕事とはど
のようなことなのかについてさまざまな角度からアプローチし、
教職の意義についての理解を深める。実際の教員の「仕事」や
「立場」を、授業、校務分掌、保護者や地域と連携の観点から捉
え、チームとしての学校の在り方を考察するとともに、法的な位
置づけを理解する。また、教員として求められる資質や能力は
どのようなものかについて理解し、自らの課題を明らかにする。

教育制度論

　教育行政の組織と機能および学校教育に必要な法令や制度
の基本、重要語句・概念についての理解を深め、教員となるた
めに必要な教育制度や学校経営についての体系的な知識を獲
得する。教育法規の体系や、教育の理念・目的・目標、教育の
機会均等を実現するための教育行政の仕組みや学校制度、学
校運営について学習するとともに、今日の教育の課題と教育改
革の動向を理解し、学校制度・学校経営の視点から考察するこ
とにより自分自身の考えを深める。

教育心理学

　教育心理学は一般心理学の応用部門であり、また教育科学
の一分野です。教育が生きた人間を扱う実践的な営みであるこ
とから、教育心理学も対象である子どもたちの人間形成に関わ
る科学として、独自な理論と方法を提示しなければなりません。
子どもの立場と教師の立場を考えながら、しかし、教室だけでな
く、社会で応用できる教育心理学を理解し、人間科学的視点を
養っていきます。授業では、広範な領域の中から「発達」と「学
習」に重点を置き、パーソナリティと適応、測定と評価や学級集
団、教師の心理なども含めて、教育実践に役立つ心理学とは何
かを考えていきます。

保健・保健体育科教育法Ⅰ
（保健教育内容研究）

　中学校ならびに高等学校における保健科教育の目標、内容、
方法、評価についての基本的事項とそれらの関連を明確にしな
がら、授業計画の手順を踏まえて学習内容を措定するに至る過
程を理解でき、また試行できるようになる。そのため、中学校な
らびに高等学校の保健科教育について、学習指導要領の検
討、保健教科書における内容の分析・考察を通して理解を深
め、保健授業の内容措定に至る過程を繰り返し確認します。
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科目 特長

◇健康システム学科　主要科目の特長

中学校教育実習（事前・事後指導）
中学校教育実習
高等学校教育実習（事前・事後指
導）
高等学校教育実習

　教育実習は、大学で学んだ知識や理論、あるいは技術を実践
の場で具体的に展開させうる能力を養う場です。実際の授業や
生徒指導を行うことを通じて、今まで学んだ理論や知識を結び
つけて、生き生きとした教育を展開することが期待されます。教
育現場実習における事前指導では、実習にできるだけ抵抗感な
く臨めるようにするとともに，教育実習に際して求められる必要
不可欠な基礎的な事柄を確実に身につけます。教育実習の事
後における指導では，教育実習を通して学んだことを，教育実
習前の自己の教育観，学校観，生徒観等と対比しつつ整理しな
がら，各自が適正な自己評価と反省を踏まえて、今後の学校教
育や教師の課題を認識し，その後の学部における教育，研究に
十分役立つようにすることを目的としています。

養護実習（事前・事後指導）
養護実習

　養護実習はこれまで大学で学んできた専門知識や理論、技術
や感性を実践の場で展開し、実践する能力を養い、評価する機
会です。３年次の事前指導では、４年次に実施される小･中･高
等学校での養護実習の準備として、養護教諭の専門的職務内
容、実習に必要とされる技術や知識など、学校現場に出ていく
ために不可欠な事柄を確実に身につけていきます。また、学校
における養護教諭の役割と意義について再確認し、教師として
の能力も同時に高めていきます。受講者は、希望する養護教諭
の免許取得に向けて、具体的な対策を講じる中で、自らの課題
を確認し、心構えも含め、準備をしていくことができます。実習の
事後指導では、実習での学びを確認し、実習以前の教育観、生
徒観との比較や実習評価から、自らの課題を明らかにし、真の
教育者として育つための対策を講じていきます。
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